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＜ご記入にあたってのお願い＞ 

※ 本アンケートは、宛先の各団体の代表の方（もしくはその代理の方）がお答えください。 

※ アンケート調査の回答は、あてはまる番号に○印をつけていただくものが中心ですが、 

具体的な数字や記述をお願いするものもあります。各設問の指示に従ってご記入ください。 

 

＜個人情報のお取り扱いについて＞ 

※ 集計等は、業者に委託して行います。 

※ ご記入いただいたご回答・ご意見につきましては「●％、△％」等、集計した形で取りまと

め、個人や団体が特定される形で公表されることはございません。 

※ ご記入いただいた情報につきましては、アンケート調査内容の問い合わせやグループインタ

ビューのご案内にのみ利用し、その他の用途には一切利用しません。 

※ ご記入いただいた情報につきましては、奈良市の「個人情報取扱特記事項」に基づいて、適

切に取り扱います。 

 

※すべてご記入いただきましたら、同封の返信用封筒（切手不要）にて、 

２０１４年 月 日（ ）までに郵便ポストに投函いただきますようお願いいたします。 

【調査実施主体】 

奈良市市民活動部協働推進課まちづくり推進係 

TEL：0742-34-5193   FAX：0742-34-5194 

 

第 1 章 貴団体についてお尋ねします。 

 

問１ 貴団体の名称と電話番号※をご記入ください。 

 

   名  称（                                     ） 

   電話番号（                                     ） 

 

※ご回答いただきました内容につきまして、後日お問い合わせさせていただく場合がございますが、その際は

よろしくお願いします。 

 

問２ 貴団体の活動開始時期をご記入ください。 

 

   西暦     年     月頃 

 

 

 

 

 

 地域コミュニティ実態調査アンケート票（案） 

資料４ 
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問３ 貴団体が活動を開始したきっかけはなんですか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

    １．問題意識のある人・興味や関心のある人が自然に集まって活動が始まった 

    ２．特定の人（人々）が問題意識や関心をもって組織・サークルを立ち上げ、活動を開始した 

    ３．行政やほかの組織から依頼されて団体を設立した 

    ４．行政計画等で位置づけられていた 

    ５．わからない 

    ６．その他（                                         ） 

 

問４ 貴団体が活動を立ち上げる際に課題になったことは何でしたか。特に課題だと感じたことについて 3 つまで

○をしてください。 

 

１． 活動拠点となる場所の確保   ６．周囲の理解や協力 

２． 活動に必要な設備や機器の確保・充実  ７．団体活動立上げのノウハウがない  

３． 活動内容や活動方針の決定   ８．その他（               ） 

４． 活動資金の確保     ９．特にない 

５．活動参加者の確保 

 

問５ 貴団体の現在の会員数をご記入ください。 

 

   個人会員数（            ）人 

   団体会員数（            ）団体 

    

※世帯単位で加入しているという場合、「人」を「世帯」に置き換えてご記入ください。 

※正会員以外の会員（替助会員など）も含めて概数をお答えください。 

 

問６ 貴団体の会員の年代構成で、最も多いのはどの年代の方ですか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１． １０代       ３．３０代       ５．５０代       ７．７０代 

２．２０代       ４．４０代       ６．６０代       ８．８０代以上 

 

問７ 貴団体の昨年度の決算額はどれ位ですか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１．１００万円未満     ６．３,０００万円～５,０００万円未満 

２．１００万～２００万円未満   ７．５,０００万～７,０００万円未満 

３．２００万～５００万円未満   ８．７,０００万～１億円未満 

４．５００万～１,０００万円未満 ９．１億円以上 

５．１,０００万円～３,０００万円未満 
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問８ 日常的に貴団体の運営に関わっている有償・無償のスタッフ（事務員を除く）それぞれの人数をご記入くだ

さい。また、有償のスタッフに関しては人件費もご記入ください。なお、この設問における「有償」には費用

弁償費や謝礼等給与にあたらないものは含みません。 

 

   有償（         ）人   1 人当たり年間（        ）万円程度 

   無償（      ）人 

 

問９ 貴団体では事務を担当する人（事務員）を雇っていますか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１． 年間を通して、常勤の事務員を雇っている             

２．必要な時期・期間だけ、パートタイムの事務員を雇っている     

３．雇いたいが、雇うことができない                                                      問 11へ 

４．必要がないので、雇っていない                             

５．その他（                                    ） 

 

問 10 （問９で１，２を選んだ方へ）事務員の年間人件費は、どのくらいですか。（ ）内に金額を記入してくださ

い。 

 

    1 人当たり年間（         ）万円程度 

 

問 11 （問９で３を選んだ方へ）事務員を雇うことができない理由はなんですか。あてはまるものすべてに○をし

てください。 

 

１． 人材がいない     ３．事務を行う場所がない 

２．予算がない     ４．その他（    ） 

 

問 12 貴団体の昨年度の収入の中で全体に占める割合が最も大きかったもの一つに○をしてください。 

 

１． 会費   ４．行政からの業務委託費  ７．その他（      

２．事業収入  ５．民間の助成金       ） 

３．行政からの補助金 ６．寄付金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 へ 

問 12 へ 
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問 13 貴団体の活動内容について、あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

１． 保健、医療又は福祉の増進を図る活動  13．子どもの健全育成を図る活動 

２．社会教育の推進を図る活動      14．情報化社会の発展を図る活動 

３．まちづくりの推進を図る活動     15．科学技術の振興を図る活動 

４．観光の振興を図る活動        16．経済活動の活性化を図る活動 

５．農山漁村又は中間地域の振興を図る活動  17. 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援す 

６．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動    る活動 

７．環境の保全を図る活動     18．消費者の保護を図る活動  

８．災害救済活動                                     19．前各号に揚げる活動を行う団体の運営又は活 

９．地域安全活動        動に関する連絡、助言又は援助の活動 

10．人権の擁護又は平和の推進を図る活動    20．前各号に揚げる活動に準ずる活動として都道  

11．国際協力の活動                                       府県または指定都市の条例で定める活動 

12．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動           

 

問 14 貴団体の活動範囲は学校区を基準に定めていますか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１．学校区を基準に活動範囲を定めている →問 15 へ ２．学校区は基準にしていない →問 16 へ 

 

問 15 （問１４で１を選んだ方へ）貴団体の活動区域について、あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１． 一つの小学校区の区域    ３．一つの中学校区の区域 

２．複数の小学校区にまたがる区域   ４．複数の中学校区にまたがる区域 

 

問 16 （問１４で２を選んだ方へ）貴団体の活動範囲について、あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

１． 一つの町丁の区域に収まる範囲   ４．複数の市町村にまたがる範囲 

２．一つの市・区内で複数の町丁にまたがる範囲  ５．その他（    ） 

３．一つの市区町村の範囲 

 

問 17 貴団体は、どのような場所や施設を使って活動していますか。現在利用している施設すべてに○をしてくだ

さい。 

  

１． 地域の中学校  ５．公民館（公民館分館を含む） 

２． 地域の小学校  ６．ボランティアセンター・ボランティアインフォメーションセンター  

３．市内の公園  ７．その他の施設（                         ） 

４．地域の集会所  ８．他都市の施設（                               ） 

 

問 18 貴団体が活動を行っていくうえで『運営』に関する課題としてどんなことがありますか。あてはまるものす

べてに○をしてください。 

 

１． 事務処理の体制が十分でない   ４．予算が足りない 

２．ノウハウがない        ５．その他（    ） 

３．他団体との連携が難しい    ６．特にない          
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問 19 では、活動を行っていくうえで『運営』に関する課題を解決するために行っている取り組みはありますか。

あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

１． 会議で話し合う            ３．その他（    ） 

２．他の団体の取り組みを把握する   ４．特にない 

 

問 20 活動を行っていくうえで『人材』に関する課題としてはどんなことがありますか。あてはまるものすべてに

○をして下さい。 

 

１． 役員・理事等の成り手がない   ４．その他（   ） 

２．運営を手伝う人がいない    ５．特にない 

３．事務処理をできる人がいない                               

 

問 21 では、活動を行っていくうえで『人材』に関する課題を解決するために行っている取り組みはありますか。

あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

１． 役員・理事等を輪番制にする   ５．役員手当を見直す 

２．他の団体と連携する    ６．その他（    ） 

３．活動を行う曜日や時間を工夫する   ７．特にない 

４．個別に声を掛け合う     

  

問 22 活動を行っていくうえで、『参加者』に関する課題としてどんなことがありますか。あてはまるものすべてに

○をしてください。 

 

１． 活動への参加者が少ない   ４．マンションなどの集合住宅との交流が図りにくい 

２．住民の十分な理解が得られない  ５．その他（     ） 

３．新旧の住民の交流が図りにくい  ６．特にない 

 

問 23 では、活動を行っていくうえで『参加者』に関する課題を解決するために行っている取り組みはありますか。

あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

１． 積極的に広報する   ６．個別に声かけを行う 

２．活動を行う曜日や時間を工夫する  ７．他団体と連携する 

３．住民が楽しめる催しを行う  ８．集合住宅の管理会社や管理組合と連携する 

４．地域の課題に対応した活動を行う  ９．その他（     ） 

５． 住民のニーズを踏まえた活動を行う 10．特にない 

 

問 24 過去 3 年間で、貴団体が実施された活動の参加人数に変化はありましたか。あてはまるもの一つに○をして

ください。 

 

     １．増加した                     ２．減少した                    ３．特に変化はない 
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問 25 貴団体が実施する活動の参加人数の増加に向けて、何か取り組んでいることはありますか。あてはまるもの

すべてに○をしてください。 

 

１． 市民向けに団体紹介の機会を設けている  ４．活動時間や活動場所に配慮している 

２．市民が参加するイベント等に出展している  ５．その他（    ） 

３．ホームページ等で募集している   ６．特に何もしていない 

 

問 26 貴団体は情報発信をどのようにして行っていますか。あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

 １．独自の広報誌を作成し、発行している 

２．他の団体の広報誌に掲載依頼をしている 

 ３．独自のホームページ等の電子媒体で発信している                                      

 ４．他の団体のホームページ等の電子媒体に掲載依頼している 

 ５．集合施設に掲示している        

６．その他（                                            ） 

７．特に何もしていない→問 27 へ 

 

問 27 （問 24で 7 を選んだ方へ）貴団体で情報発信を行っていないのはどのような理由からですか。あてはまるも

の一つに○をしてください。 

  

１． 適当な人材がいないから    ４．特に必要がないから 

２．ノウハウがないから    ５．その他（    ） 

３．予算がないから     ６．特に理由は無い 

 

 

 

 

問 28 地域で解決していくべき課題だと思われるものすべてに○をしてください。 

 

１．介護や子育て支援           

２．学校教育以外で行われる教育活動 

３．地域おこし、まつり、緑化、地域情報誌の発行等のまちづくり 

４．文化、芸術、スポーツに関わる施設や催しの運営支援 

５．環境の保全              

６．災害救援 

７．地域安全               

８．青少年の健全育成 

９．情報の共有              

10．地域経済の活性化 

11．その他（                                       ） 

12．特にない 

 

 

 

第 2 章 他の団体との連携についてお尋ねします。 
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問 29 貴団体の会議などに他の団体が参加していますか。参加している団体すべてに○をしてください。 

 

１．地区自治連合会    10. 小学校・中学校・高等学校 

２．自治会     11. 各校ＰＴＡ 

３．地区社会福祉協議会   12. 少年指導委員・地域安全推進委員・交通安全指導員 

４．自主防災防犯組織   13. 大学・学生 

５．民生・児童委員    14. 地元企業・商店 

６．保護司会    15. ＮＰＯ・ボランティア等の団体 

７．老人クラブ（万年青年クラブ）  16. 各行政機関（県・市・消防・警察等） 

８．赤十字奉仕団・地域婦人団体  17．その他（           ） 

９．消防団・女性防災クラブ   18．他団体は参加していない 

 

問 30 他団体の会議などに参加していますか。参加している団体すべてに○をしてください。 

 

１．地区自治連合会    10. 小学校・中学校・高等学校 

２．自治会     11. 各校ＰＴＡ 

３．地区社会福祉協議会   12. 少年指導委員・地域安全推進委員・交通安全指導員 

４．自主防災防犯組織   13. 大学・学生 

５．民生・児童委員    14. 地元企業・商店 

６．保護司会    15. ＮＰＯ・ボランティア等の団体 

７．老人クラブ（万年青年クラブ）  16. 各行政機関（県・市・消防・警察等） 

８．赤十字奉仕団・地域婦人団体  17．その他（           ） 

９．消防団・女性防災クラブ   18．他団体の会議へは参加していない 

 

問 31 現在、貴団体が連携して事業（活動）を行っている団体すべてに○をしてください。 

 

１．地区自治連合会    10. 小学校・中学校・高等学校 

２．自治会     11. 各校ＰＴＡ 

３．地区社会福祉協議会   12. 少年指導委員・地域安全推進委員・交通安全指導員 

４．自主防災防犯組織   13. 大学・学生 

５．民生・児童委員    14. 地元企業・商店 

６．保護司会    15. ＮＰＯ・ボランティア等の団体 

７．老人クラブ（万年青年クラブ）  16. 各行政機関（県・市・消防・警察等） 

８．赤十字奉仕団・地域婦人団体  17．その他（           ） 

９．消防団・女性防災クラブ   18．他団体とは連携していない 
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問 32 今後、貴団体が連携して事業（活動）を行いたいと考えている団体すべてに○をしてください。 

 

１．地区自治連合会    10. 小学校・中学校・高等学校 

２．自治会     11. 各校ＰＴＡ 

３．地区社会福祉協議会   12. 少年指導委員・地域安全推進委員・交通安全指導員 

４．自主防災防犯組織   13. 大学・学生 

５．民生・児童委員    14. 地元企業・商店 

６．保護司会    15. ＮＰＯ・ボランティア等の団体 

７．老人クラブ（万年青年クラブ）  16. 各行政機関（県・市・消防・警察等） 

８．赤十字奉仕団・地域婦人団体  17．その他（           ） 

９．消防団・女性防災クラブ   18．他団体は参加していない 

 

問 33 あなたは「市民公益活動団体」（別紙の①を参照）という言葉を知っていましたか。あてはまるもの一つに○

をしてください。 

 

      １．知っていた                  ２．聞いたことはあった                  ３．知らなかった 

 

問 34 あなたは「協働」（別紙の②を参照）という言葉を知っていましたか。あてはまるもの一つに○をしてくださ

い。 

 

   １．知っていた                  ２．聞いたことはあった                  ３．知らなかった 

 

問 35 奈良市には「奈良市市民参画及び協働によるまちづくり条例」（別紙の③を参照）という協働を進めるための

条例があります。この条例のことを知っていましたか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

      １．知っていた                  ２．聞いたことはあった                  ３．知らなかった 

 

問 36 奈良市では地域自治協議会（別紙の④を参照）という組織を作り、地域ごとの市民公益活動団体の協働の強

化を行う取り組みを進めております。他団体と協働して事業を行っていくことについて、どのような考えを

お持ちですか。あてはまるもの一つに○をしてください。 

 

 １．協働の重要性を感じており、他団体と協働して事業を行っていくべきだ 

 ２．協働の必要性は感じているが、他団体と協働して事業を行っていくには問題がある 

 ３．協働の必要はない 

４．その他（                                        ） 

 

問 37 他団体と協働して事業を行っていく場合、どのような効果が期待できると考えますか？あてはまるものすべ

てに○をしてください。 

 

１． 専門性、ノウハウを活かせる   ４．活動の活性化につながる 

２．活動の担い手が増える    ５．その他（    ） 

３．若い世代との交流の機会が生まれる 
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問 38 他団体と協働して事業を行っていく場合、貴団体にはどのようなことがパートナーから求められると思いま

すか。あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

１． 企画力の向上     ６．行政の制度やルールなどを理解すること 

２．人材の育成     ７．ネットワークの形成 

３．専門知識やノウハウの蓄積   ８．連携意識の向上 

４．団体の組織運営能力の向上   ９．その他（    ） 

５．団体に関する情報公開を進めること 

 

問 39 他団体と協働して事業を行っていくうえでの課題は何だと思いますか。あてはまるものすべてに○をしてく

ださい。 

 

１．他団体の活動内容や実績等がわからない 

２．どのような事業が協働に適しているのかわからない 

３．協働する団体の探し方がわからない 

４．協働で事業を進める時間的余裕がない 

５．他団体との付き合い方がわからない 

６．協働に適した事業がない 

７．協働する事業の予算が確保されていない 

 

問 40 上記でお答えいただいたこと以外に、他団体と協働して事業を行っていくうえで障害となるような課題があ

れば具体的にお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

問 41 他団体と協働して事業を行っていく場合、行政からどのような支援が有効だと考えますか。有効だと考えら

れるものすべてに○をしてください。 

 

１． 事業費の助成     ４．専門分野の人的支援 

２．活動場所の確保     ５．その他（    ） 

３．連携したい団体との仲介    ６．支援は不用 
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問 42 市民公益活動団体と市の協働を進めるうえで有効な施策はなんだと思いますか。あてはまるものすべてに○

をしてください。 

 

１．共同事業の企画または実施段階からの意見交換等 

２．コミュニティ団体のデータベースの整備 

３．協働のルール作り             

４．協働事例の紹介 

５．市民活動団体が力をつけるための支援 

６．担当課と市民活動団体のコーディネート等のサポート機能の充実 

７．コミュニティ団体への啓発 

 

問 43 上記でお答えいただいたこと以外に、市民公益活動団体と市の協働を進めるうえで行政に求めることはあり

ますか。忌憚のないご意見をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


